
明石工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 日本語Ⅱ(留学生科目)
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 電気情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:2

教科書/教材 〈教科書〉林洋子著『理系留学生のための日本語』(講談社)、土岐哲ほか著『日本語中級J501 －中級から上級へ－英語
版(改訂版)』(スリーエーネットワーク)、友松悦子著『小論文を書くための12のステップ』(スリーエーネットワーク)

担当教員 久保田 育美
到達目標
1. 身近な話題から幅広い分野の話題にわたり、日本語を使って、ある物事を詳しく説明したり、自分の気持ちや考えを論理的に説明したりでき
る。
2. 幅広い分野に関して、まとまった内容を読んで情報を読み取ることができる。
3. 自分の日本語の能力と技能について、得意・不得意とするところを把握し、母語で説明できる。またその上で、自分の課題を改善するために
とるべき行動について自ら考え、実行することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
これまで学んだ言葉を適切に選択
し、ヒントや助言がなくても、明
瞭かつ論理的な文や文章が書ける
。

これまで学んだ言葉を適切に選択
し、ヒントや助言があれば、明瞭
かつ論理的な文や文章が書ける。

これまで学んだ言葉が適切に選択
できず、明瞭かつ論理的な文や文
章がほとんど書けない。

評価項目2
読む目的に応じた読み方を自ら選
択し、文章の内容をだいたい理解
することができる。

ヒントや助言に基づいた読み方で
文章を読み、内容がだいたい理解
できる。

いろいろな読み方で文章を読むこ
とができず、内容がほとんど理解
できない。

評価項目3 自分の課題を発見し、解決策を考
え、実行に移すことができる。

自分の課題を発見し、解決策を考
えることができる。

自分の課題を発見できることがあ
っても、解決策を考えることがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B) 学習・教育到達度目標 (D) 学習・教育到達度目標 (E)
教育方法等

概要
年間を通して日本語中級から日本語中上級レベルの日本語を学ぶ。まとまった内容を読んで文章内容への理解を深める
だけでなく、産出活動を通して自分が伝えたいことを発信する技能を養う。本授業では主に「書く」産出活動を行うた
め、文や文章を書く際に必要な言葉の獲得も目指す。
※「話す」産出活動は「日本事情Ⅱ」で行う。

授業の進め方・方法 教科書の本文を読み進めると同時に、文章表現力を高めるための言葉や方法を学ぶ。「書く」産出活動については、受
講生は自分の作文をピアフィードバックや教師の助言を得ることで改善を試み、完成したものを提出する。

注意点
本文の予習をした上で授業に臨み、授業中に理解を深めること。毎時間、自分ができたこと、できなかったことなどを
振り返り、主体的に自分の日本語の能力や技能を改善していく姿勢を持つことを期待する。
合格の対象としない欠席条件(割合) 1/4以上の欠課
※受講生のレベルにより、使用教材を変更することがある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
ガイダンス
『理系留学生のための日本語』Chapter6
書き言葉の文体

授業の目標および内容を把握する。
普通体を使ってかたい表現や文が書ける。

2週
『理系留学生のための日本語』Chapter6
話し言葉から書き言葉への切り替え
主語と述語の関係

適切な語彙を選んでかたい表現や文が書ける。文の主
語と述語の関係を明確にして、文が書ける。

3週 『理系留学生のための日本語』Chapter2-2
格助詞連語①

助詞のような働きをする言葉を使ってレポートに相応
しい文が書ける。

4週 『理系留学生のための日本語』Chapter8
格助詞連語②

助詞のような働きをする言葉を使ってレポートに相応
しい文が書ける。

5週
『理系留学生のための日本語』Chapter 2-1
漢語表現、指示語
作文①〈簡潔な文〉

漢語を効果的に使って文が書ける。
簡潔な文を書く方法が理解できる。

6週
『理系留学生のための日本語』Chapter4-2　
接続表現
作文①〈簡潔な文〉

接続表現を効果的に使って分かりやすい文が書ける。
長い文を簡潔な文に直せる。

7週 『理系留学生のための日本語』Chapter11
呼応 文末に制限がある表現に注意して文が書ける。

8週 中間試験、振り返り

2ndQ

9週
『理系留学生のための日本語』Chapter13
文末表現 ①
作文②〈要約文〉

客観的な文が書ける。
文章から必要な情報だけを取り出すことができる。

10週
『理系留学生のための日本語』Chapter14
接尾語
作文②〈要約文〉

文章から抜き出した要点を自分で組み直し、短い文章
にすることができる。

11週
『理系留学生のための日本語』Chapter15
文末表現②
作文②〈要約文〉

客観的な文が書ける。
要約文が書ける。

12週
『理系留学生のための日本語』Chapter19-2
接続表現②
作文③〈説明文〉

接続表現を効果的に使って分かりやすい文が書ける。
説明文の特徴が理解できる。

13週 『理系留学生のための日本語』Chapter17
具体的な表現

具体的な表現を使って分かりやすい説明の文が書ける
。



14週
『理系留学生のための日本語』Chapter18
客観的に書く方法
作文③〈説明文〉

客観的に書く方法が理解でき、主観や意見を表す表現
と客観的な表現の違いが理解できる。

15週 『理系留学生のための日本語』Chapter18
作文③〈説明文〉 テーマに沿って説明文が書ける。

16週 期末試験、振り返り

後期

3rdQ

1週 『日本語中級J501』第1課 キーワードを確認しながら、筆者の主張を読み取るこ
とができる。

2週 『日本語中級J501』第1課 分からない言葉を確認しながら、本文内容の細かい部
分まで理解できる。

3週 『日本語中級J501』第2課 文章の構成に注目して、本文の内容を整理しながら情
報を読み取ることができる。

4週 『日本語中級J501』第2課
作文④〈意見文〉 まとまった内容を読んで、事実と意見が区別できる。

5週 『日本語中級J501』第5課
作文④〈意見文〉

予測しながら文章を読むことができる。
意見文の書き方が理解でき、テーマに沿って自分の意
見を書くことができる。

6週 『日本語中級J501』第5課 キーワードを確認しながら、細かい内容を整理するこ
とができる。

7週 『日本語中級J501』第5課
作文④〈意見文〉

自分の意見文の良くないところに気付き、修正するこ
とができる。

8週 中間試験、振り返り

4thQ

9週 『日本語中級J501』第6課 本文全体を読んで、大意をつかむことができる。

10週 『日本語中級J501』第6課 分からない言葉を確認しながら、本文内容の細かい部
分まで理解できる。

11週 『日本語中級J501』第8課 大切な言葉や文に注目しながら、必要な情報を読み取
ることができる。

12週 『日本語中級J501』第8課
作文⑤〈意見文〉 テーマに対する自分の主張を明瞭に表現できる。

13週 『日本語中級J501』第8課
作文⑤〈意見文〉

主張を支える論拠を適切な表現を使って書くことがで
きる。

14週 『日本語中級J501』第7課 時系列に沿って本文の内容を整理しながら情報を読み
取ることができる。

15週 『日本語中級J501』第7課
作文⑤〈意見文〉

自分の意見文の良くないところに気付き、修正するこ
とができる。

16週 期末試験、振り返り
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 3

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
評価割合

試験 発表・制作作品 課題 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 40 30 20 10 100
基礎的能力 40 15 20 0 75
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 15 0 10 25


